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３次元雨量計と富士山頂雨量観測
3D Rain Gauge and rainfall observation at the summit of Mt.Fuji
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１．はじめに
雨水の飛来方向と飛来量（雨量）を計測できる「３次元雨量計」を開発し（図１）、2010年と 2012年の夏季に富士山

頂に試験設置した（図２）。富士山頂測候所には過去に気象庁によって雨量計が設置されたが、雨水が斜面に沿って下
方からも飛来することから、計測不適を理由にその後撤去された経緯がある。世界屈指の強風吹走地である富士山頂で、
様々な風向・風速条件下の降雨に対し、「３次元雨量計」の計測性能と有効性を検証することが本観測の目的であった。
２．観測項目、観測地点、器機仕様
３次元雨量計は雨水の飛来方向と量とを計測できるように、12方向に開口した受水口を有している。各受水口で捕獲

した雨水量は個別に計測し、受水口の方向と捕獲水量の幾何学的関係から雨水の飛来方向を計算する仕組みになってい
る。３次元雨量計の仕様を表 1に示す。
富士山測候所測風塔の最高点（標高 3785m、図２）に、「３次元雨量計」と、比較のために転倒ます雨量計と３次元風

向風速計も併置し、ソーラー電源による自動観測と携帯電話による定期的なデータ回収を行った。
３．観測結果
　観測結果の概要は、以下の通りである。
(1)２夏季（７～8月）で、合計２２回の降雨を観測し、２２回中１５回が斜め上方からの落下型降雨であり、７回が

斜め下方からの吹上型降雨であった（図３）。
(2)３次元雨量計は転倒ます雨量計よりも多量の雨水量を計測し、転倒ます雨量計刃計測できない微量な雨や吹上型の

降雨を計測した。
(3)３次元雨量計の雨水飛来方位は、卓越風向と整合的であった。
3次元雨量計の有効性について検証しえた基本的事項を列記する。
(1)既往の雨量計とは異なり、雨水の飛来量だけでなく飛来方向という新しい降雨情報を提供しうる
(2)富士山頂のような強風吹走地でも設置可能で、上記降雨情報を提供しうる
(3)微量の雨水（霧雨を含む）を検知でき、正確な降雨開始時刻の情報を得られること
(4)雨水の捕捉率は、転倒マス雨量計よりも大幅に高い
(5)雨水の飛来量と飛来方向から、近傍斜面の雨水地表衝突量の情報を提供できる
　本試験観測出得られたデータの詳細な時系列的分析は、現在継続中である。また、3次元雨量計は若干の改良を行っ

て製品化し、降雨観測の進展と斜面災害の防止などへの有効活用に供したい。
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